田舎館村農業委員会総会議事録

１．開催日時　令和２年１０月１２日（月）午前９時００分から９時３０分
２．開催場所　田舎館村役場３階「第１・２委員会室」

３．出席委員
農業委員（９名）

　　会　長　　　　　　　　１０番　　福士　眞規
会長職務代理者　　　　　１番　　葛原　慶仁
委　員　　　　　　　　　２番　　山本　久行
　　　　　　　　　　　　３番　　福原　義明

　　　　　　　　　　　　　　４番　　工藤　浩司
６番　　中山　静子
７番　　白戸　陽平

８番　　田澤　隆
９番　　菊地　卓朗
農地利用最適化推進委員（６名）
担当区域１　　工藤　秀範
担当区域２　　岩間　孝治
担当区域３　　一戸　健策
担当区域４　　白戸　卓郎
　　　　　　　　　担当区域５　　小山　清孝

担当区域６　　鈴木　哲也
４．欠席委員（０名）　　　　５番　　鈴木　穣
５．議事日程
　　　　　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　　　　　第２　会議書記指名

　　　　　　　第３　議案第２８号　農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可
について
　　　　　　　　　　議案第２９号　農用地利用集積計画の決定について
　　　　　　　　　　議案第３０号　農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係
　　　　　　　　　　　　　　　　　る意見について

　　　　　　　　　　報告第９号　　農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につ
いて
６．農業委員会事務局職員
　　　　　　　事務局長　　竹内　哲也
　　　　　　　事務局次長　　佐藤　勝彦
７．会議の概要
事務局　　ただいまより１０月の定例総会を開催いたします。
まず、はじめに田舎館村農業委員会憲章の唱和を行います。
会　長　　一つ、農業委員会は　（憲章唱和　以下略）

事務局　  会長よりあいさつがあります。
会　長　　（会長あいさつ　以下略）
　　　　　　　　　　それでは、会議をはじめたいと思います。本日の出席委員数は、農業
　　　　　　　　　委員９名、推進委員６名です。田舎館村農業委員会規則第６条により会議が成立します。

　　　 　 　　　　　議事録署名者の指名を行います。３番の福原義明委員と４番の工藤浩
司委員を指名します。
書記には、事務局の竹内、佐藤の両名を任命します。
　　　　　　　　　　
　　　　　それでは、議案に入ります。
議案第２８号、農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許
可についてを議題といたします。

　　　　　農地法施行令第１条の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出
　　　　があったので、審議を求めるものであります。
事務局より説明願います。
事務局　　議案第２８号について、説明いたします。
　　　　　今月の農地法第３条の許可件数は、所有権移転が２件、使用貸借権
設定が１件です。
【議案第２８号、所有権移転の整理番号１５・１６、使用貸借権設定の整理番
号４について説明】
　　　　　３ページの所有権移転の整理番号１５と１６については、垂柳地区
の青菱運輸株式会社の敷地の北側に隣接する農地であります。
　現在、譲渡人が耕作していないことから、譲受人の要望により、譲
受人が取得するものであります。

　次に、４ページの使用貸借権設定の整理番号４については、堂野前
地区の田舎カフェグリーンの西側に隣接する農地であります。
　これまでも、借人がリンゴの作付けを行ってきた場所でありますが、
農業委員会を通していなかったため、今回、正式に手続きをするもの
であります。

　以上、これらの案件は、農地法第３条第２項各号には該当しないた
め、許可要件のすべてを満たしております。
以上で、議案の説明を終わります。
会　長　　議案の審議に入ります。
　　　　　議案第２８号に対して、意見、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第２８号は議案のとおり決定することとし
ます。
　次に、議案第２９号、農用地利用集積計画の決定についてを議題と
いたします。
　　　　　　 田舎館村長から、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めたい旨の
通知があったので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ
り農業委員会の決定を求めるものであります。
事務局より説明願います。
事務局　　今月の案件は、所有権移転が３件です。
【議案第２９号、所有権移転の整理番号２７~２９について説明】
　　　　　　　　　　６ページの所有権移転の整理番号２７については、高田地区から南西
約５３０ｍに位置する農地であります。
　　　　　　これまでも、中間管理機構を通して借りていた場所でありますが、今
後も譲渡人自らの耕作が困難であることから、譲受人が取得するもので
あります。
整理番号２８については、高田地区から北側約５００ｍに位置する農
地であります。
　　　　　　譲渡人自らの耕作が困難であることから、隣接地を所有する譲受人が
農地の集約のため、取得するものであります。
　　　　　　整理番号２９については、前田屋敷地区の中心部から西側約１ｋｍに
位置する農地であります。
　　　　　　これまでも、譲受人が農業委員会を通して借りていた場所であります
が、今後も譲渡人自らの耕作が困難であるため、期間満了を機に譲受人
が取得するものであります。

　　　　　　　　　　以上の経営内容は、経営面積、従事日数など、農業経営基盤強化促進
法第１８条第３項の各要件を満たしております。
以上で説明を終わります。
会　長　　議案の審議に入ります。
　　　　　　　　　　議案第２９号に対して、意見、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第２９号は議案のとおり決定することとしま
す。
　　　　　　　　　　次に、議案第３０号、農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許
可に係る意見についてを議題といたします。
　　　　　　農地法第５条第３項の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出が
あったので、県知事に送付するため意見を求めるものであります。
　事務局より説明願います。
事務局　　説明の前に、先日送付しました土地利用計画図ですが、現地での事
前審査とその後、事務局で検討した結果、全体的に利用されないと判
断し、申請者に対し計画の修正を指導いたしましたので、今日配布し
ました、修正した土地利用計画図で協議をお願いしたいと思います。
　それでは、議案第３０号について説明いたします。
　　　　　今月の申請は、１件です。
【議案第３０号、所有権移転の整理番号４について説明】
　　　　　８ページの所有権移転の整理番号４については、堂野前地区の田舎
カフェグリーンに隣接する農地であります。
　申請者は、黒石市のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ほう),逢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(しゅん),春)株式会社　代表取締役　福原真一さんで
す。
　用途は、カフェと一体的なイベント広場、散策スペース、ドックラ
ン広場の設置であります。
以上です。
会　長　　議案の審議に入る前に、事前審査の結果報告を７番の白戸陽平委員
からお願いします。
事前審査委員（７番　白戸陽平委員）
　　　　　９ページの事前審査の結果を報告します。
　　　　　１０月１日（木）に事務局と現地審査に行ってきました。
　　　　　申請人は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ほう),逢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(しゅん),春)株式会社　代表取締役　福原真一さん、住所・・
　　　　・（中略）・・・、所見としましては、日照、排水、悪臭、騒音等問題
ないものと見てまいりました。

　　　　　その他として、提出された土地利用計画図から全体的に利用される
のか判断が難しいと思いましたが、修正された計画図が提出されまし
たので、この内容で許可できるか、農業委員会で判断したいと思いま
す。

　以上です。
会　長　　次に、農地法に基づく農地転用許可の検討事項について、
事務局より補足説明をお願いします。
事務局　　今回の申請地の農地区分は、第１種、第２種、第３種農のいずれにも
該当しない、農業公共投資の対象となっていない小集団で、生産性の低
い農地であることから、「その他の農地」と判断します。
　　　　　　「その他の農地」は、立地基準が第３種や非農地に代替の土地がない
場合に限り許可することができるとされています。
　　　　　　しかし、今回の場合は、既存敷地の拡張であり、隣接地以外では代替
することができないことから、他に代替地はないと考えます。
　　　　　　当初の計画においては、全体的な利用がされないと判断しましたが、
修正した計画では、１日の集客数を考慮し、駐車スペースやドックラン
スペースを増やし、イベントステージのスペースを確保するなど、全体
的に利用するため、許可の見込みがあると判断します。
　　　　　　以上です。
会　長　　議案の審議に入ります。
　　　　　　　　　　議案第３０号に対して、意見、質問等ありませんか。
　　　　　委　員（９番　菊地卓朗委員）
　　　　　　　　　　３，０００㎡を超えるものについては、青森県農業会議の会議におい
ても、意見を聴取することとなっていると思うが、今後のスケジュール
はどうなっているか。
　　　　　事務局（佐藤）
　　　　　　　　　　今日の総会で承認されれば、１０月３０日（金）開催の常設審議委員
会において、意見を聴取することとなり、その後、申請書及び意見書を
県構造政策課へ送付することとなります。
　　　　　会　長　　他にありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第３０号は許可相当と判断します。
なお、先ほど、菊地委員からも質問がありましたとおり、今回の案件
は、３，０００㎡を超える農地転用であるため、１０月３０日（金）
青森県農業会議で開催する、常設審議委員会においても、意見を求める
こととなり、その後、県知事へ申請書及び意見書を送付するもので
　　　　あります。
次に、報告第１０号、農地法第１８条第６項の規定による通知書の
　　　　受理について、農地法施行規則第６８条第１項の規定により、別紙の
とおり合意による解約等に係る通知書を受理したので報告するもので
あります。
事務局より説明願います。
事務局　　報告第１０号について説明いたします。
　　　　　今月の合意解約は、高田地区ほ場整備事業の要件に関係するもので
　　　　あり、事業公告決定日（Ｒ３．２月）から１５年以上の中間管理権の
設定が必要であるため、現在の設定を解約し、１１月～１月までに事
業対象農地の貸借権設定を行うものであります。
【報告第１０号、合意解約について説明】
会　長　　報告ですが、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、報告第１０号を終わります。
　　　　　以上で、今日の総会の議案は、全て終了しました。
　　　　　ありがとうございました。
